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日 主なプログラム 天　候
8月4日（木）  スカウト入場、設営、開会式  曇り のち雨

8月5日（金）  場内外プログラム、交流プログラム  小雨 のち曇り

8月6日（土）  場内外プログラム  曇り

8月7日（日）  信仰奨励、ジャンボリー大集会  曇り ときどき晴れ

8月8日（月）  場内外プログラム、閉会式  晴れ のち雨

8月9日（火）  撤営、スカウト退場  晴れ

　本大会は、新型コロナウイルスのまん延の影響を受け、従来のジャンボリーとは異なる、　本大会は、新型コロナウイルスのまん延の影響を受け、従来のジャンボリーとは異なる、
初の分散開催型のジャンボリーとなりました。群馬県連盟は、全国５か所に設けられたサテ初の分散開催型のジャンボリーとなりました。群馬県連盟は、全国５か所に設けられたサテ
ライト会場の１つである、埼玉サテライト会場への参加を決定しました。ライト会場の１つである、埼玉サテライト会場への参加を決定しました。
　令和４年の夏は感染者の増加が止まらず、全国の多くの会場で開催規模や実施可否を再検　令和４年の夏は感染者の増加が止まらず、全国の多くの会場で開催規模や実施可否を再検
討せざるを得ない状況となり、全国５か所のサテライト会場のうち３か所が中止となってし討せざるを得ない状況となり、全国５か所のサテライト会場のうち３か所が中止となってし
まいました。そういった中、群馬派遣隊が参加した埼玉サテライト会場は予定通りの開催とまいました。そういった中、群馬派遣隊が参加した埼玉サテライト会場は予定通りの開催と
なり、全国最大の参加者数で約1,200人の規模でのキャンプ生活となりました。なり、全国最大の参加者数で約1,200人の規模でのキャンプ生活となりました。
　会場の「秩父ミューズパーク」は、埼玉県秩父市と小鹿野町にまたがる広大な敷地の自然　会場の「秩父ミューズパーク」は、埼玉県秩父市と小鹿野町にまたがる広大な敷地の自然
公園です。群馬派遣隊は、Ａ・Ｃの２か所のサブキャンプで５泊６日の野営を行いました。公園です。群馬派遣隊は、Ａ・Ｃの２か所のサブキャンプで５泊６日の野営を行いました。

埼 玉 サ テ ラ イ ト 会 場  ・ 群 馬 派 遣 隊
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ＣサブキャンプＣサブキャンプ

ＡサブキャンプＡサブキャンプ

ＢサブキャンプＢサブキャンプ

赤城（AKAGI）サブキャンプ

武甲（BUKOU）サブキャンプ

秩父（CHICHIBU）サブキャンプ

今回の大会では、群馬といえば「ぐんまちゃん」をあしらったワッペン・ネッ
カチーフ・キャップ・缶バッジを製作しました。大会期間中は制服として参加
スカウト・指導者が着用したほか、記念品や交換グッズとしても好評でした。

派遣隊グッズ
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第18回日本スカウトジャンボリーを終えて
　群馬県連盟より、第18回日本スカウトジャンボリ

ー埼玉サテライト会場に参加をいただきました、派遣

隊５こ隊のスカウト・指導者ならびに奉仕スタッフ総

勢175名の皆様が、無事安全に帰還され大会を終え

ましたことを、深く感謝申し上げます。

　今回の18NSJは、ボーイスカウト日本連盟が大正

11年（1922年）に発足して100周年の節目の年で

あり、100周年記念を祝う重大イベントのひとつで

ありますが、東京を主会場にして各地での分散開催に

なりました。開催直前において、第７波の感染拡大を

受けて多くのサテライト会場が開催中止をする中で、

幸いにも埼玉サテライト会場は開催され、群馬派遣隊

一同が参加できましたことは、埼玉県連盟の皆様のお

かげと重ねて感謝申し上げます。

　今回の参加したスカウトのみなさんにとって、５泊

６日のジャンボリーは自然環境の変化やチームワーク

の大切さなどを体感しながら、さまざまにプログラム

を体験し、また、他県のスカウトとの交流を深める場

でもありました。さらに、東京主会場とインターネッ

トでつないだ８月７日のジャンボリー大集会では、印

象に残るセレモニーや秋篠宮皇嗣同妃両殿下のご臨席

を賜り、代表スカウトとのご懇談やスカウト運動に対

する激励メッセージを拝聴することができました。こ

のような今までに味わったことのない体験は、スカウ

トのみなさんの今後の活動に役立ち、各自の成長につ

ながっていくものと確信します。

　おわりに、18NSJの参加へのご支援・ご協力をい

たきました団・隊指導者、地区・県連盟関係者、保護

者の皆様に、改めて深く感謝申し上げます。

　開催地は未定ですが、次の４年後の日本スカウトジ

ャンボリーに向けて、日々精進して参りましょう。
日本ボーイスカウト群馬県連盟

理事長　大川由明

第18回日本スカウトジャンボリーに参加して
　開催期間中の感染対策に配慮し、開催前までは日々

の感染者数、群馬・埼玉両県の対応を注視していまし

たが、幸い県レベルでの開催規制を行うまでの基準に

達することなく、開催日を迎えることができました。

　一昨年からの感染症の影響で、この２年間はスキル

アップ・進級に支障をきたし、十分な野外活動が行え

ない状況下で５泊６日の長期キャンプを行うことに、

難しさを感じていた隊指導者もいたことと思います。

幸い参加スカウトは今回の事前訓練キャンプでの体験

を本大会で十二分に活かせたものと感じています。

　感染症の影響も最小限に留めて無事終了できたこと

に、指導者はもとよりスタッフ・参加スカウト各位に

感謝申し上げます。

　天候については、開催前に続いた猛暑日もなく、む

しろ過ごしやすい気温が続き、熱中症による体調不良

も出ず、プログラムを楽しめたものと推測しています。

　場内プログラムでは群馬県勢は好成績を収め、野営

工作では上位３位までを独占する成績を上げました。

また場外プログラムでは、なかなか水に触れる機会が

少なかった状況から、ラフティングなど存分に楽しめ

たとのスカウトからの声がありました。

　５日目には群馬県スカウト振興議員連盟の県議３名

の訪問を受け、間近での野営生活の見学により、スカ

ウト活動の理解を深めていただけたものと思います。

　分散開催でしたが、埼玉のスカウトや、少人数の参

加ではありましたが東京のスカウトとの交流もできた

ことで、いくぶんでも従来に近いジャンボリーらしさ

を味わうことができたのではないかと思います。

　スカウトたちが今回の長期キャンプを体験できたこ

とで、今後の活動に一層積極的に取り組み、隊・団も

活性化していくことを期待しています。
第18回日本スカウトジャンボリー群馬派遣隊

実行委員長　藤井春俊
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　私たちは８月４日から10日まで、群馬県連盟の代

表スカウトとして、第18回日本スカウトジャンボリ

ーの全国代表スカウトキャンプに参加してきました。

　まず、東京都大田区にある「青少年交流センターゆ

いっつ」に集合し、代表スカウトキャンプの開会式が

行われました。どんな仲間に出会えるのかワクワクし

ていたのを覚えています。最初はみんな緊張した雰囲

気でしたが、レクリエーションや班旗作りを通じて、

しだいに仲良くなっていくことができました。

　５日には、埼玉サテライト会場に移動しました。昼

は設営、夜は交流会があり、レクリエーションや名刺

交換、グッズの交換をしました。埼玉県の団のスカウ

トだけにとどまらず、代表スカウトとの交流でも、自

分の団との違いをたくさん感じました。方言や各地の

文化など、さまざまなことを学べました。

　６日に参加した日本一プログラムでは、それぞれの

班が班旗立て・火おこし・手旗の日本一に向けて奮闘

しました。そこでは、目標に向かって全員で息を合わ

せることの大切さを再確認することができました。そ

の結果、班旗立て・手旗・火起こしそれぞれで良い成

績を残すことができ、今後の自信へとつながると感じ

ています。

　さらに、この日は大会中に誕生日を迎えた根岸樹里

さんの誕生日会をしていただきました。誕生日だった

本人はもちろん私たちまでも、企画してくださった指

導者の方々のおかげでとても楽しく、思い出深い時間

を過ごすことができました。

　７日は、いよいよ待ちに待ったジャンボリー大集会

です。ここでは一生に１度あるかないか、ジャンボリ

ーならではの貴重な体験がたくさんできました。その

１つとして、秋篠宮皇嗣同妃両殿下とのご懇談です。

両殿下にはジャンボリー大集会の会場にご来場賜り、

貴重なお言葉をいただけただけでなく、ご懇談の場を

設けてくださったことに大変感謝しています。緊張し

ている中でお二人はとても優しく話しかけてくださり、

緊張がほどけたのが強く印象に残っています。

　そして、ジャンボリー大集会では群馬県連盟代表と

してステージに立ちました。ぶっつけ本番に近い状態

でやりとげられるか不安でしたが、仲間にアドバイス

をもらい、無事役目をはたすことができました。大集

会の会場はすごく一体感があり、初めて会ったとは思

えないようなコミュニケーションが取れたことの喜び

と感動を感じました。　　　　　　　　　（林古都芭）
　信仰奨励のプログラムでは、神道の宗教儀礼講習を

受けました。実際に体験しながら、日本の伝統的な文

化に触れることができました。

　８日の夜には埼玉サテライト会場の閉会式が行われ

ました。埼玉サテライト会場で過ごしたスカウトたち

の活動記録ビデオを見たり、日本一プログラムの表彰

があったりしました。後半には、スカウトへ感想を聞

くコーナーがありました。もうこの18NSJも終わっ

てしまうんだ実感し、少し寂しい気持ちになりました。

　9日は、午前中に撤営の作業がありました。その後、

代表スカウトは東京のゆいっつへ戻り、今回のジャン

ボリーの振り返りをしました。

　このジャンボリーでは、つらいことや大変なことも

いくつかあったけれど、それ以上に楽しく、ワクワク

する体験がたくさんできました。そのさまざまな思い

をみんなで共有し、自分たちの成長を感じることがで

きました。また、指導者の方々と一対一でお話しする

こともできました。お褒めの言葉や応援の言葉をかけ

ていただき、これからの隊での活動も精一杯がんばっ

ていこうと思いました。

　６泊７日と短い期間ではありましたが、新しい仲間

たちと出会い、行動する中で、強い絆ができました。

いざ別れるとなるととても名残惜しく、閉会式終了後

もしばらく帰れずにいました。とても有意義な時間を

過ごすことができた今大会は、一生忘れることのでき

ない大切な思い出になりました。

　今回のジャンボリーは、初めての長期キャンプで、

普段は感じることのない刺激をたくさん受けることが

できました。今までにないほどの強い緊張感や、達成

感、そして仲間との絆を感じました。私は初めてのジ

ャンボリーを体験し、改めてボーイスカウトを続けて

きてよかったと思うことができました。

　今回感じたこと・学んだことは、これからのスカウ

ト活動に生かして、よりよい活動ができるようにした

いと思います。また、このジャンボリーに参加し、貴

重な体験をしてこられたのは、私たちを気づかい、支

えてくれた関係者の皆様や両親のおかげです。本当に

ありがとうございました。　　　　　　　（根岸樹里）

全国代表スカウトキャンプに参加して

　各サテライト会場への派遣隊とは別に　各サテライト会場への派遣隊とは別に全国代表スカウトキャンプが開催され、全国代表スカウトキャンプが開催され、東京都大田区の会場での舎営と日向・秩東京都大田区の会場での舎営と日向・秩
父両会場での野営を行いました。父両会場での野営を行いました。100周年を記念する大会の経験を持ち帰り、全国大会の意義を共有するのが目的です。100周年を記念する大会の経験を持ち帰り、全国大会の意義を共有するのが目的です。
　群馬県連盟代表として、太田地区・大泉第５団ボーイ隊の林古都芭さんと根岸樹里さんが参加し、全国30県連盟の代　群馬県連盟代表として、太田地区・大泉第５団ボーイ隊の林古都芭さんと根岸樹里さんが参加し、全国30県連盟の代
表スカウトと一緒にキャンプ生活を送りました。表スカウトと一緒にキャンプ生活を送りました。

全国代表スカウトキャンプ
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群馬１隊

群馬１隊は、太田地区の太田第５団と太田第６団による混成隊です。Ｃサブキャンプで野営生活を行いました。群馬１隊は、太田地区の太田第５団と太田第６団による混成隊です。Ｃサブキャンプで野営生活を行いました。
昨年10月30日に行われたジャンボリー報告会では、写真のような模造紙を使って味のある発表をしてくれました。昨年10月30日に行われたジャンボリー報告会では、写真のような模造紙を使って味のある発表をしてくれました。
群馬１隊のみなさんには、キャンプ生活全般について紹介していただきます。群馬１隊のみなさんには、キャンプ生活全般について紹介していただきます。

　僕がボーイ隊に入隊してからのほとんどが新型コロナウイルスの影響で活動する

ことが難しくなり、地区や県でのキャンプが中止になって、長期間のキャンプに自

分がついていくことができるのか不安がありました。また、６月に股関節の剥離骨

折をしてしまい、みんなと同じように活動ができるまで回復をしていなかったので、

体も心も大変でした。しかし、班の仲間などの多くの仲間の協力もあり、毎日をと

ても楽しく過ごすことができました。

　活動の中でとても楽しかったのは、日本一プログラムの「我が旗かざし」です。

普段の活動での練習では、時間ではなく「どれだけ高く掲げることができるのか」

で練習をしていたので、ゼロの状態から自分たちがどれほど通用するのかワクワク

しました。また、班のみんなとは「美しさで日本一を目指す」ことを目標にしまし

た。結果では９秒台で立てることができましたが、担当のローバースカウトの方に

きれいだと褒めていただきとてもうれしかったです。

　この日本スカウトジャンボリーで得た経験を、来年の世界スカウトジャンボリー

やその他の活動にも生かしていきたいです。
くま班 班長　中島倖紀

　３年間、１泊以上のキャンプをしたことがなかった世代が、いきなり５泊６日の

長期キャンプに挑戦するのは本当に大変でした。大きな事故なく終えられたのは、

出発前にスカウトのコンディションを整えてくれたご家庭のおかげです。本当に感

謝したいと思います。

　１泊２日の訓練キャンプを４月から５回やり、キャンプに慣れたものの、夜は騒

いで寝ない日々でした。本番でこれではすぐにばててしまうと感じましたが、実際

は昼間の活動で手一杯で夕食を作る気力もなく、ボーっとしてしまうスカウトが散

見されました。私は迷わず夕食なしですぐに寝かせることにしましたが、ソロテン

トにしたことで、だれにも邪魔されずに朝までぐっすりと寝てしまうスカウトばか

りでした。

　長期キャンプに慣れていないスカウトにとって、ソロテントはだれにも邪魔され

ない安眠の地だったのでしょう。これは、感染防止対策以外のソロテント効果とし

て今回実感したことでした。

群馬１隊 隊長　原田　隆

初の本格的な長期キャンプ ソロテント効果
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群馬２隊

群馬２隊は、桐生地区・桐生第22団と太田地区の大泉第５団、邑楽町第１団、館林第１団による混成隊です。Ｃサブキ群馬２隊は、桐生地区・桐生第22団と太田地区の大泉第５団、邑楽町第１団、館林第１団による混成隊です。Ｃサブキ
ャンプで野営生活を行いました。群馬２隊のみなさんには、主にサブキャンプでのサイト整備や食事などキャンプ中の生ャンプで野営生活を行いました。群馬２隊のみなさんには、主にサブキャンプでのサイト整備や食事などキャンプ中の生
活について紹介していただきます。活について紹介していただきます。

　「個泊」「個食」「日々の改善」について紹介します。

　まず「個泊」についてです。大会中はソロテントを使って一人で寝る「個泊」と

なりました。個泊の良かった点は、

　◯Ａ型テントに比べて設営が楽だった　　　　◯資材の量が少なくなった

などです。辛かった点は、

　◯蒸す　　　　◯雨の後の乾かす作業が面倒

などです。

　次に「個食」についてです。大会中はメスティンを使い、自分で自分の分の食事

を作りました。他の人と同じ調理器具を使わずに済むよう準備しました。クッキン

グシートなどを使って焦げ付きを防ぎ、 排水が少なくなる工夫をしました。

　最後に「日々の改善」についてです。まず「物干し場」を作りました。濡れた作

業衣の他に、寝袋なども乾かせたので、快適に生活できました。また、タープの縫

い目がほつれて雨漏りしたときは、自分たちで縫って直しました。雨漏りで濡れる

ことがなくなり、うれしかったです。

（館林第１団）

　「キャンプサイト」「郷土料理」「野営工作」 「SDGsの取り組み」について紹介します。

　まず「キャンプサイト」についてです。タープやテントを建て、炊事場を作って

できあがったサイトは、広くて水道も近く、良いところだったのですが、雨が降る

と地面がぬかるみ、長靴なしでは過ごせなくなります。そこで、通路に枝を敷き、

ぬかるみに足を取られず歩けるよう対処しました。

　次に「郷土料理」についてです。２日目の夕食に出た「味噌豚炒め」は秩父の郷

土料理だそうですが、とてもおいしかったです。献立は味噌豚炒め・ご飯・わかめ

スープ・ピーチゼリーでした。

　３つ目は「野営工作」についてです。立ちかまどを発展させて、道具置場・掲示

板・物干し台として使えるよう工夫しました。

　最後に、「SDGsの取り組み」についてです。食事で使う食器にビニールやラッ

プを被せて洗い物を減らし、洗い物に使う水を節約しました。また、パソコンを使

ってSDGsのクイズに挑戦して、関心と理解を深めました。

（桐生第22団）

野営料理と日々の改善 悪天候対策と郷土料理
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群馬３隊

群馬３隊は、前橋地区の前橋第１団、前橋第３団、前橋第５団、前橋第７団、大胡第１団、沼田第１団による混成隊です。群馬３隊は、前橋地区の前橋第１団、前橋第３団、前橋第５団、前橋第７団、大胡第１団、沼田第１団による混成隊です。
Ａサブキャンプで野営生活を行いました。群馬３隊のみなさんには、主に場内・場外で行われたプログラムについて紹介Ａサブキャンプで野営生活を行いました。群馬３隊のみなさんには、主に場内・場外で行われたプログラムについて紹介
していただきます。していただきます。

現地のキャンプサイトでの、料理を作るための机の上です。
まだキャンプの生活になれていなかっため、ごみが散乱しています。

兼荻班の班旗と、前橋隊の荻原隊長の写真です。
そっくりでしょう？　兼荻班の班長が描いてくれました。

日本一プログラムの「火起こし」です。
ユニットB全員で協力して火を起こし、太い麻ひもを焼き切ることができました。

場外プログラムでは、川下りと焼き物づくりをしました。
焼き物づくりでは、皿に自分の好きな絵を描きました。 ラフティングの川下りに参加したみんなで記念撮影。草加第８団（ラフティングの川下りに参加したみんなで記念撮影。草加第８団（埼玉県連盟）埼玉県連盟）の７名と葛飾第９団（の７名と葛飾第９団（東京連盟）東京連盟）の６名も一緒でした。の６名も一緒でした。
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群馬４隊は、高崎地区の高崎第８団、高崎第17団、高崎第22団、松井田第１団による混成隊です。Ａサブキャンプで野群馬４隊は、高崎地区の高崎第８団、高崎第17団、高崎第22団、松井田第１団による混成隊です。Ａサブキャンプで野
営生活を行いました。群馬４隊のみなさんには、場内・場外で行われたプログラムについて紹介していただきます。営生活を行いました。群馬４隊のみなさんには、場内・場外で行われたプログラムについて紹介していただきます。

　場外プログラムについて紹介します。まず、鍾乳洞

に行きました。洞内は撮影禁止のため写真は撮れませ

んでしたが、中は入り組んでいて冒険しているような

感じで、すごくおもしろかったです。

　次は浦山ダムです。約500段のとても長い階段が

あり、そこは仮面ライダーのロケなどでも使われてい

ました。出演者のサインもたくさんありました。

　場内プログラムの班旗立てでは、何度も挑戦し直し、

３位という納得のいく結果を残すことができました。

　SDGsのプログラムでは、「陸の豊かさも守ろう」

という目標にして５日間を過ごしました。みんなで使

う排水溝が残飯などで汚れていたので掃除をしました。

　18NSJを通して、仲間という存在の大切さを感じ

ることができました。仲間との協力がなければ班旗立

てで良い成績を残せませんでした。仲間がいたから５

泊６日という長いキャンプ生活も楽しく過ごすことが

できました。ご当地飯のわらじカツは顔ほどの大きさ

でした。ボリューム満点で、お腹がいっぱいになりま

した。

　ジャンボリーのさまざまなできごとを通して、ユニ

ットの友達とも埼玉の方たちとも親しくなることがで

きました。仲間が増えることはうれしかったです。と

ても楽しく、うれしい思い出ができました。

（８松22班）
　信仰奨励のプログラムでは、それぞれのスカウトが

興味のある宗教に分かれて学びました。話が聞ける宗

教は、仏教・キリスト教・金光教・神道の４つでした。

　私は金光教のお話を聞きました。金光教では、身の

周りの自然の中に神様がいて、それらのものに日々感

謝すべきだと教えていただきました。今まで金光教に

ついて全く知りませんでしたが、お話を聞いて、案外

身近なことだと感じました。

　次に、私たちのジャンボリーでのメインイベントで

ある、場外プログラムのカヤックについてです。初め

てのカヤック体験だったので不安でしたが、乗ってみ

たら案外簡単で、初心者でも楽しむことができました。

私たちがカヤックに乗ったのは前の班の人たちとは別

の場所で、滝やカワセミを見たり、森の奥に入ってき

れいで澄んだ冷たい水をかけあったりしました。川に

落ちたわけでもないのにビショビショになったりもし

て、自然の中で存分に楽しみました。この夏の忘れら

れない思い出になりました。　　  （イグマタクマ班）
　場外プログラムのフィッシングでは、釣り場に行く

のに駅までバスに乗る予定でしたが、来たバスが満員

で、同じバス停で待っていた数十人のスカウトが１人

も乗ることができませんでした。そこで仕方なく指導

者の車で送ってもらいました。

　釣り場ではマス釣りに挑戦しました。エサのぶどう

虫を付けたときに白い液が出てきて気持ち悪かったで

すが、釣れたときはとてもうれしかったです。みんな

魚を釣ることができ、とくに班長が18匹も釣ってい

てすごかったです。釣ったマスは有料で食べることが

できて、とてもおいしかったです。

　場内プログラムの野営工作・投石機作りでは、完成

品を見ながら、用意された11本の竹を麻ひもでしば

って投石機を作り、どの班が一番遠くにボールを飛ば

せるのかを競いました。１回目は、残念ながら本番前

の練習で竹にヒビが入ってしまい、良い記録を出すこ

とができませんでした。悔しかったのと、ちょうどプ

ログラムもすいていたので、もう１度投石機作りに挑

戦しました。２回目は１回目の経験をもとに、結びを

強くしたり、竹を太くまとめたりなどをして強度を増

しました。結果、埼玉サテライト会場で１位の記録を

出すことができました。しかも、１位から４位までを

群馬４隊・５隊で独占して、閉会式ではステージ上で

表彰を受けました。　　　　　  （ホワイトベアー班）

初めての体験がいっぱい。投石機作りでは優勝！

群馬４隊
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群馬５隊

群馬５隊は、高崎地区の高崎第18団と群馬町第１団による混成隊です。Ａサブキャンプで野営生活を行いました。群馬５隊は、高崎地区の高崎第18団と群馬町第１団による混成隊です。Ａサブキャンプで野営生活を行いました。
群馬５隊のみなさんには、場内・場外で行われたプログラムについて紹介していただきます。群馬５隊のみなさんには、場内・場外で行われたプログラムについて紹介していただきます。

　モグラ班からは、カヤック体験と日本一プログラム

の火起こしについて紹介します。

　カヤックは初めての体験で、普段水面の上にいるこ

とはないので不思議な体験でした。カヤックの出し入

れは２人１組で担当しました。重くて腕が痛くなりま

した。カヤックは重くバランスをとるのは難しかった

のですが、１回１回こぐことによって少しずつ慣れて

いき、しだいに水の上を歩くように進むことができま

した。だれもひっくり返ることはなく、水に落ちるこ

とはありませんでした。川を上っていくのに、パドル

をこいでいくのは辛かったですが、帰りの下りでは、

とても気持ちよく流されていきました。

　１日前が雨だったため川がコーヒ一色でしたが、長

瀞の自然を楽しむことができました。長井副長がたく

さんのいい写真を撮ってくれましたが、そのせいでス

マートフォンが水没してしまいました。みなさんも機

会があれば、ぜひカヤックをこいでみてください。

　次に、日本ープログラムの火起こしを紹介します。

与えられた器具と自分たちで持ってきた薪を使い、時

間内に麻ひもを切るというプログラムでした。ブロッ

クの組み立てから時間に含まれました。麻ひもの位置

は決まっていたので、薪の組み方しだいでした。班全

員で協力して薪を組み、火を付けました。最初は火の

勢いが強く麻ひもが切れそうなところでしたが、惜し

くもタイムオーバーになってしまい、麻ひもを切るこ

とはできませんでした。薪を少し奥で組んだり、１人

１人やることを決めてそれぞれがしっかりできれば良

かったと思います。悔しかったのですが、自分たちに

とっていい経験になりました。また挑戦してみたいです。

　ジャンボリーの食事は自分たちで作ります。ご飯を

炊いたり、野菜を切ったりして料理をします。毎日料

理をしていくうちにおいしくなっていき、ご飯を炊く

のはお手のものです。

　５泊６日の長いキャンプは初めてでしたが、プログ

ラムを通して成長できたなと思います。

　今後ジャンボリーに行く人にアドバイスです。夜遅

くまで起きたいという気持ちはありますが、ジャンボ

リーでは早めに寝ないと大変なので、良い子は早めに

寝ましょう。次の日元気に遊べます！　 　（モグラ班）
　つづいてフクロウ班からは、ラフティングと日本一

プログラムの手旗について紹介します。

　まずはラフティングです。ラフティングとは７人ほ

どでボートに乗り川を下っていくものです。みんなで

パドルを使い、力を合わせて、川を下っていきます。

私たちは７キロほど長瀞の川を下り、途中に岩畳など

のきれいな景色を楽しむことができました。前日に雨

が降ったことで普段より水の量が３、４倍に増えてい

たそうです。そのおかげで川の勢いが増していて、ス

リル満点のラフティングでした。

　パドルの先端を向かい合わせで引っかけ、長く耐え

られるほど信頼し合っているというゲームをしました。

みんなでやってみたところ、班員の丸橋・長井ペアが

開始１秒ほどで同時にボートから消えてしまいました。

長瀞の川での１日を、最初から最後まで楽しみつくす

ことができました。

　日本一プログラムでは、手旗に挑戦しました。班で

４つのポイントに分かれ、問題を手旗で送信します。

１回目の問題は「BPの生まれた国は？」。「BP」と

送信するのが難しく、最後の人まで問題を伝えること

ができませんでした。再挑戦してもいいかと聞いて、

２回目の挑戦をしました。１回目から順番を変えて挑

みました。今度はスムーズに伝わって、時間内にクリ

アすることができました。結果は埼玉サテライト会場

で第３位。閉会式では名前を呼ばれ、とても思い出に

残る日本一プログラムになりました。

　このジャンボリーは雨に悩まされた６日間でした。

グチョグチョになったテントサイトには板を設置しま

した。テントに帰るたびに靴がドロドロになっていた

のも、この板のおかげでとても快適になりました。

　大変だったこともありましたが、楽しいこともそれ

以上にたくさんありました。一生の思い出に残る６日

間になりました。　　　　　　　　　　（フクロウ班）

失敗も良い経験。雨に悩まされた６日間
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予定されている大きな行事
令和５年（2023）　8月　　〈韓国〉
　第25回世界スカウトジャンボリー
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　第18回群馬カブラリー
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の醍醐味でもある野営。昨年８月には日本スカウトジャンボリーが開催
され、訓練を含め、野営の辛さと楽しさ、何よりも充実感をたくさんの
スカウトが実感したことでしょう。
野営章では、キャンプ地の選定、サイト設計、テントの種類や機能を説
明でき、実際に張れること。天候による装備の取り扱い、実践で使える
ローピング、衛生的なキャンプを行うための方法、明かりの正しい取り
方など、多岐にわたる技術が考査されます。また、通算10泊以上のキ
ャンプに参加していることが求められる、難易度の高い技能章です。
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●●ステップアップおめでとう！ステップアップおめでとう！
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菊スカウト
令和４年２月～１２月までに履修したスカウトの紹介です。

（敬称略）
隼スカウト

高崎第17団　R4.3.6
平 山 希 帆

●取得に向けて励む中で大
きく成長することができました。
後輩に楽しさを伝えられるよ
うな活動をしていきたいです。

太田第５団　R4.7.2
中 島 宥 紀

●先輩と後輩の協力なしで
は取得できていません。たく
さんの方 に々感謝し、今後に
しっかりとつなげていきます。

前橋第１団　R4.9.4
天 宮 光 琳

●隼章取得は指導者の方々
や仲間の協力のおかげで成
し遂げられました。今後もこ
の経験を活かしたいです。

高崎第17団　R4.3.6
矢 内 花 音

●自分の興味のある分野に
ついて多くの経験をすること
ができました。これからも仲間
とともにがんばっていきます。

前橋第１団　R4.9.4
樋 口 賢 伸

●勉強や部活で忙しい中、自
分なりに時間を見つけて活動
に参加しました。今後は富士
章取得への努力を続けます。

ColumnColumn ボーイスカウトの進級課程ボーイスカウトの進級課程
ボーイスカウトは６段階の進級章を取得して、到達点である富士スカウト章を目指します。
しかし、つらく厳しいばかりの活動をしているわけではありません。自分の進級だけを追
い求める活動ではないのです。集会はスカウトたちの自治により計画・実行され、班活動
を軸に上級スカウトが指導することで班員のスキルを上げていきます。
まず「まねる」「失敗から学ぶ」「教えることで学ぶ」を実際に経験しながら成長していきます。 資料出典：ボーイスカウト日本連盟
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